
 

令和６年１０月７日 

 

各 位 

 

公益財団法人  本多記念会

理事長 掛下 知行 

第６５回原田研究奨励賞受賞候補者の推薦依頼について

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

当財団は、故本多光太郎先生の偉業を永く記念して金属及びその周辺材料に関する学術の

振興に寄与する目的で、表彰事業として昭和３４年から「本多記念賞」、昭和５４年から「本多

記念研究奨励賞」、平成１６年から「本多フロンティア賞」の授賞を行ってまいりました。 

そして平成１６年度から東北地区の大学及び研究機関等に在職する将来性のある若い研究者を対

象として財団法人金属研究助成会が行っておりました「原田研究奨励賞」を当財団の事業として引

き続き遂行することにいたしました。また、本「原田研究奨励賞」は、研究分野ばかりでなく、科

学教育分野における成果についても重視しております。詳しくは募集要項をご覧頂けると幸いで

す。 

つきましては、当財団の意図にご賛同賜り第６５回「原田研究奨励賞」の受賞候補者につ

いて、「募集要項」によりご推薦いただきたく、ご依頼申し上げます。 

なお、「原田研究奨励賞」は「自薦」も受け付けますので、奮ってご応募いただけるようご

高配、周知のほどお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１ 送付書類 

第６５回原田研究奨励賞推薦書等 1 通 

２ 推薦・応募締切期限 

令和６年１２月６日（金）厳守 

３ 推薦書類の提出先（当財団事務局） 

〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 

東北大学金属材料研究所内 

公益財団法人 本多記念会 

（電話）０２２－２１５－２８６８ 

４ お問い合わせ先 

ご不明の点がありましたら上記事務局にご照会ください。（月～金曜 ９～１７時） 



第６５回（令和７年度）原田研究奨励賞受賞候補者募集要項 

 
原田研究奨励賞受賞候補者の募集は、原田研究奨励賞つ⛬にᇶ࡙き、この要項によりᐇ᪋する。 

 

１ 賞の目的及び対象 

公益財団法人本多記念会がᣦᐃする東北地区の大学、研究機関及び高等ᑓ㛛学ᰯ等に在職

する研究者で、金属及びその周辺材料に関する研究・教育を行い、研究成果ࡸ教育的㈉⊩が

㢧ⴭかつ将来のⓎᒎを期ᚅできる者を対象とする。 

２ 奨励金 

原田研究奨励賞の奨励金の㢠は３０୓෇とする。 

３ 応募㈨᱁ 

受賞Ⓨ表の年の３月ᮎ日⌧在‶３５ᡯ௨下の者（௒回は平成ඖ年４月１日௨㝆に生まࢀた

者）で、ඹ同研究のሙ合は୺研究者であること。自薦でもⰋい。（なお、学位の᭷↓を記ධ

してください。） 

２㸬応募の時点で東北地区の大学、研究機関及び高等ᑓ㛛学ᰯ等に所属していること。 

４ 応募ᡭ続 

本会所ᐃの推薦書（記ධは㯮Ⰽで）ṇ๪各１通にḟの㈨料をῧ付して、本会に提出する。 
 

 １㸬୺要業⦼ࣜࢺࢫ（ඹ同研究のሙ合はඹ同研究者඲ဨを明記）（１０⠍௨内） ３㒊 

２㸬୺要成果ㄽᩥ࣮ࣆࢥ（３⠍௨内） ３㒊 

３㸬教育άືに関する㈨料（ࢫࣂࣛࢩの෗、ア࢘ࢳ࣮ࣜࢺάື等） 

４㸬自ᕫア࣮ࣝࣆ（A4 ุ１࣮࣌ࢪ௨内） 

３㒊 

３㒊 

５ 応募締切期日  
 令和６年１２月６日（金）  

６ 㑅⪃᪉法  

学㆑⤒㦂者から成る㑅⪃ጤဨ会をタけて、研究業⦼または教育業⦼でホ౯して㑅⪃し、

理事会において受賞者をỴᐃする。 

なお、ᚲ要あるሙ合は、上記提出㈨料のほかに、㏣ຍ㈨料の提出またはㄝ明をồࡵること

がある。 

７ 受賞者Ⓨ表及び授賞ᘧの期日 

令和７年５月に公表する。授賞ᘧは７月（ணᐃ）。 

８ 提出書類の送付先、問い合わせ先 

〒９８０－８５７７ 仙台市青葉区片平二丁目１－１ 

東北大学金属材料研究所内

公益財団法人本多記念会 

（電話）０２２－２１５－２８６８ 

 http://www.hondakinenkai.or.jp ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍

（推薦書は࣮࣒࣮࣍࣌ࢪより࢘ࢲンロ࣮ࢻできます。） 



受付␒ྕ 

機 関 ྡ 電話␒ྕ － － 

所 在 地 

推 薦 者 職・Ặྡ ۑ༳ 

␎Ṕ（大学༞業௨㝆）・学位（㢟目㸪ྡ⛠㸪ྲྀᚓ大学㸪ྲྀᚓ年ḟ） 

研究・教育άື㢟目 

 

第６５回原田研究奨励賞推薦書 

 

令和６年 月 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 候補者 

      所    属               電話␒ྕ   ̿   ̿ 

                           (࣓࣮ࣝ 

      Ặ ྡ（ࡩりがな）            平成  年  月  日生 

 



 
 

研究・教育άືのᴫ要（ᩥ୰の㐺切な⟠所に୺要業⦼ࣜࢺࢫ୰のㄽᩥ␒ྕ・

教育άືに関する㈨料␒ྕなどを引⏝して 500 Ꮠ௨内にまとࡵる） 

推薦理⏤（400 Ꮠ௨内） 

ཧ⪃事項（賞ཪは奨励金等の受賞Ṕ） 



 
 

 
 

１㸬学術ㄽᩥ 

 
・学術ㄽᩥ ௳ 内ヂ 

 
・ゎㄝ記事 ௳ 

Ặྡ㸸 

 
第 1 ⴭ者ㄽᩥ ௳ 

 
その௚のㄽᩥ ௳ 

 ௳ ㄽᩥࢫࢢィンࢹ࣮ࢩロࣉ・

 
୺要業⦼ࣜࢺࢫ 

(1) 㢟目㸪ⴭ者（඲ဨ記㍕㸪候補者にアン࢖࣮ࣛࢲン）㸪㞧ㄅྡ㸪ᕳ・ྕ㸪

 㸪出∧年（ᚋ᭱－ึ᭱）ࢪ࣮࣌

(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
(9) 
(10) 
ͤ ௦表的なㄽᩥ３⠍（࣮ࣆࢥῧ付）に༳を付す 

 

 

２. ≉チ（出願・公㛤・Ⓩ㘓をูにして記㍕） 

（Ⓩ㘓␒ྕ、Ⓩ㘓日、≉チのྡ⛠、出願者など） 

研究成果 



 

Ặྡ㸸 

 

以下、各項目につき件数およびその内容を示し、創意工夫した点を記載すること。 

必要に応じて根拠資料を通し番号を付して添付すること。 

 

１． 教育活動に関する自身の論文・受賞歴等 

 

２． アクティブラーニング（自身で構築・実践した課題解決型学習、グループワーク等） 

 

３． 学外教育活動（自身で構築・実践した出前講義、公開講座、もの作り教室等） 

 

４． 学内教育活動（各種教育関連委員会において自身が関わった改善等） 

 

５． 講義・学生実験および学生の研究指導実績・学生の受賞等 

教育成果 



 

自ᕫア࣮ࣝࣆ 

Ặྡ㸸 

 

（A4 1 ࣮࣌ࢪ௨内でᙧᘧ௵意 ただし㸪12 ࣏࢖ンࢺ௨上のフ࢛ンࢬ࢖ࢧࢺ） 



原原田田研研究究奨奨励励賞賞受受賞賞者者୍୍覧覧  
 

 
第 �� 回（平成 1� 年度）から 

回 
受 賞 者 

受 賞 対 象 業 ⦼ 
Ặ ྡ 所 属 

�� 
�

平
成
༑
භ
年� 

青 ᮌ  大 東北大、金研 
ンアࣝフ࢓フ・ࢫ࣮ࣁࢻてのࡵ໬合≀におけるึ࣒࢘ࢽࢶࣉࢿ

࢙ンຠ果のほ  

市 ᆤ  ဴ 東北大、金研 
እሙ下での┦ኚែࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲを฼⏝した材料⤌⧊ไᚚに関

する研究 

⽣ Ụ ⃈ ᚿ 東北大、多ඖ研 
༢分ᩓ金属㓟໬≀ᚤ⢏Ꮚのᾮᬗ໬による᭷機↓機ࢵࣜࣈ࢖ࣁ

 ᾮᬗの㛤Ⓨࢻ

ᮌ ᮧ ⚞ ୍ 東北大、金研 
ア⭷の高ࢽࢥࣜࢪアᏳᐃ໬ࣜࢺࢵ࢖㹁㹔㹂法による࣮ࢨ࣮ࣞ

㏿合成 

ᰘ 田 ᝋ 郎 東北大、多ඖ研 
金属ࣜࣉࣝࢡ࢖ࢧロࢫࢭにおいて㠀意図的にⓎ生する᭷機ࣁ

ロࢤン໬合≀の≀理໬学的研究 

高 ᶫ ⱥ ᚿ 東北大、多ඖ研 ࢩンࣀࢼࣝࢢ合金⢏Ꮚの合成と⢏ᚄ及び表㠃の㉸⢭ᐦไᚚ 

➉ ᘏ 大 ᚿ 東北大、金研 機⬟性࣮࣎࢝ࣀࢼン・分Ꮚ」合材料の๰〇 

⚟ ᮧ 知 昭 東北大、金研 
高い࣮࢟ࣗࣜ 度をᣢつ㏱明ᙉ☢性༙ᑟయの๰成とᙉ☢性ࢫ

 ン分ᴟのᐇドࣆ

⸨ 田 ඲ ᇶ 東北大、金研 
୰性Ꮚᩓ஘による高 ㉸ఏᑟయの☢Ẽ・電Ⲵ⛛ᗎと⤖ᬗᵓ㐀の

┦関の研究 

୕ ᮌ ㈗ ༤ 東北大、大学㝔ᕤ 
໬学平⾮法と高 ㉁㔞分ᯒ法を⤌ࡳ合わせた᪂たな成分ά㔞

 ᐃ法の㛤Ⓨ 

��
䥹
平
成
༑
୐
年
䥺 

Ⲩ ᮌ ಖ 幸 東北大、多ඖ研 
金属㘒యを電Ꮚ࣮ࢼࢻとした光ㄏ㉳電Ꮚ⛣ື཯応の高㏿分光

法による研究 

ட ᕝ ཌ ๎ 東北大、大学㝔ᕤ 
Ỉ⣲ฎ理による合金の᪂しい⤖ᬗ⢏ᚤ⣽໬ࣉロࢫࢭに関する

研究 

బ ⸨ Ᏹ ྐ 東北大、大学㝔理 ㉸高分ゎ⬟光電Ꮚ分光による高 ㉸ఏᑟయの電Ꮚ≧ែの研究 

బ ⸨  ⿱ 東北大、大学㝔ᕤ 
ᦶ᧿᧠ᢾ᥋合࣓࣒࢝ࢬࢽならびに࣑ࢡロ⤌⧊ᙧ成機ᵓに関す

る材料⤌⧊学的研究 

㕥 ᮌ ┿⏤⨾ 東北大、大学㝔⎔ 
㍍㔞高ᙉ度࣐࣒࢘ࣜࢺࢵ࢖－࣒࢘ࢩࢿࢢ合金の࣐ࢡ࢖ロアロ

 性のᨵၿ≉ࣉ࣮ࣜࢡおよび⤌⧊ไᚚによるࢢン࢖

୰ す Ⰻ ᶞ 東北大、大学㝔ᕤ ᴟప 、ᙉ☢ሙ下におけるᕼᅵ類໬合≀のᙎ性≉性の研究 

⸆ᖌᑎ   啓 東北大、金研 
☢性金属ࣀࢼ⢏Ꮚ⣔におけるࣆࢫン依Ꮡ༢電Ꮚࢺンࣝࢿ⌧象

の研究 

ᒣ ᓮ ோ ୔ 東北大、大学㝔ᕤ Ỉ⣲が関わるᅛయ୰の原Ꮚのᣑᩓ⌧象とその応⏝ 

⡿ ᒣ ┤ ᶞ 東北大、金研 
ᨃ二ḟඖ᭷機㉸ఏᑟయの分Ꮚ内自⏤度がもたらす☢ሙ౵ධ長

の不⣧≀ᩓ஘ຠ果 

 



回 
受 賞 者 

受 賞 対 象 業 ⦼ 
Ặ ྡ 所 属 

��
䥹
平
成
༑
ඵ
年
䥺 

ᮌ ᮧ ᏹ அ 東北大、多ඖ研 
ᨺᑕ光㹖⥺を⏝いた高 ㉸ఏᑟと電Ⲵࣉ࢖ࣛࢺࢫ⛛ᗎの➇合

的ඹᏑ≧ែの研究 

బ 原 ு 二 東北大、金研 
⧞り㎸࣏ࡳテンࣝࣕࢩを⏝いた᱁Ꮚࣔࣝࢹによる &X�$X ⣔ィ

⟬≧ែ図の⤯対್⟬ᐃ 

高 ᮧ ⏤㉳Ꮚ 東北大、金研 
*D1 ᑓ⏝㉸高┿✵ 0%(�630 の〇సとそࢀを⏝いた༙金属 =U%�

⭷上の *D1 成長の研究 

田 㑓 ໷ 生 東北大、大学㝔ᕤ 
༙ᑟయフ࢛࢜ン励㉳によるテࣛ࣊ࣝࢶἼの高ᖏᇦ・高出ຊⓎ生

とその応⏝ 

㎷  ಇ ᏹ 東北大、大学㝔ᕤ 
㉸㡢Ἴ原Ꮚ㛫ຊ㢧ᚤ㙾によるᙎ性≉性ィ の高度໬と材料ࢼ

 の㠀◚ቯホ౯⧊⤌ࣀ

୰ ᮧ ㈗ ᏹ 東北大、多ඖ研 
㞺ᅖẼไᚚᆺ࣮ࢨ࣮ࣞࢫࣝࣃሁ✚法による高ຠ⋡光ゐ፹ⷧ⭷

の合成 

⸨ 原 ⯟ ୕ 東北大、金研 
多⤖ᬗ 6L の⁐ᾮ成長機ᵓのゎ明および太㝧電ụ⏝高ရ㉁ 6L ⣔

 多⤖ᬗの成長ࢡࣝࣂ

ᯇ ᒸ ⱥ ୍ 東北大、大学㝔理 '\3G�6�における཯ᙉᅄᴟᏊ⛛ᗎに関する研究 

ᮧ 上 太 ୍ 東北大、大学㝔ᕤ 㕲のᾐⅣ・⁐⼥機ᵓに関する研究 

��
䥹
平
成
༑
஑
年
䥺 

㉥ ᇼ ಇ 和 東北大、金研 
㦵௦᭰材料⏝șᆺࢱࢳン合金の研究㛤Ⓨと高ຊ学機⬟໬に関

する研究 

᯽ 葉 Ᏻ ᏹ 仙台電Ἴ高ᑓ  㠀ᴟ性㓟໬ள㖄ⷧ⭷の࢚࣍ࣔࣝࣕࢩ࢟ࢱࣆ成長 

ᕤ ⸨ ୍ ㈗ 東北大、金研 ᙉい電Ꮚ┦関をᣢつ㖡⣔㓟໬≀の電Ꮚ・ࣆࢫン≧ែの研究 

┦ 㤿 清 ࿃ 東北大、理学研 
高分ゎ⬟光電Ꮚ分光による᪂つ高 ㉸ఏᑟ金属࢘࣍ࢽ໬≀の

電Ꮚᵓ㐀の研究 

ᆤ 内 ┤ 人 東北大、多ඖ研 
高 ࣉロࢫࢭにおけるࣁロࢤン⣔᭷ᐖởᰁ≀㉁の生成機ᵓと

ไᚚ法に関する研究 

୰ ᳃ ⿱ Ꮚ 東北大、金研 
金属࣎ロࢻ࢖ࣛࢻ࢖ࣁの⇕的Ᏻᐃ性と㝧࢜࢖ンの電Ẽ㝜性度

との┦関 －第୍原理ィ⟬とᐇ㦂⤖果－ 

ᒣ 田 高 ᗈ 東北大、多ඖ研 ࣒࢘ࣜࢺࢼ⵨Ẽを฼⏝した❅໬࣒࢞ࣜ࢘༢⤖ᬗの育成 

��
䥹
平
成
二
༑
年
䥺 

㊊ ❧  ໷ 東北大、ᕤ研 㓟໬≀高 ㉸ఏᑟయにおける電Ꮚ≧ែの不ᆒ୍性に関する研究 

Ṋ 田 光 ༤ ᐑᇛᕤ業高ᑓ 
を฼ࢫࢭロࣉ࣑ࣝ࢝ࢣࣀによりⓎ⌧する࣓࣑࢝ࣝࢪ࣮ࣂンࢥ

⏝した❅⣲Ⅳ⣲⣔ࣀࢼ材料の合成 

ሯ ᓮ  ᩔ 東北大、金研 =Q2�0J=Q2 ⏺㠃ไᚚによる㔞Ꮚ࣮࣍ࣝຠ果のほ  

ሬ ⁐ 東北大、金研 金属Ⅳ໬≀－金属࣍࢘໬≀ඹᬗ」合材料の⤌⧊ไᚚ 

3HWU\NLQ 9DOHU\ 東北大、多ඖ研 
⁐ᾮ㘒య໬学法による多ඖ㓟◲໬≀⣔ࣀࢼフ࢛ࢡࢵ࣑ࣛࢭࢺ

 の合成ࢫ

ቑ 原 㝧 人 東北大、多ඖ研 
金属ࣀࢼ⢏Ꮚを࣮࣋ࢫとしたඹᙺ高分Ꮚとのࢻࢵࣜࣈ࢖ࣁ໬

に関する研究 

Ỉ ཱྀ 将 ㍤ 東北大、金研 
༢⤖ᬗࢺンࣝࢿ☢Ẽ᢬ᢠ⣲Ꮚにおける࣐ࢡ࢖ロ㡿ᇦの表㠃・⏺

㠃ᵓ㐀のゎ明と☢Ẽ㍺送≉性の┦関に関する研究 



回 
受 賞 者 

受 賞 対 象 業 ⦼ 
Ặ ྡ 所 属 

��
䥹
平
成
二
༑
୍
年
䥺 

㡲 ⸨ ♸ ྖ 東北大、ᕤ研 
&X�$O�0Q ⣔合金の⤌⧊ไᚚによる高㉸ᙎ性໬とそのᐇ⏝໬研

究 

㜝   成 அ 仙台電Ἴ高ᑓ 
法でస〇した,72ⷧ⭷を㝧ᴟに⏝いたⰍ⣲分ᩓᆺ'9&࣮ࣞࣉࢫ

高分Ꮚ᭷機 (/ ⣲Ꮚのస〇とホ౯ 

太 Ꮚ ᩄ ๎ 東北大、金研 高ရ㉁ࣛン࢞ࢺ࢖ࢧ⣔㓟໬≀ᅽ電⤖ᬗの㛤Ⓨ 

➉ 田   ಟ 東北大、ᕤ研 ప⣭ሷ໬≀を฼⏝するࢱࢳンの高㏿・㐃続〇㐀ࣉロࢫࢭの㛤Ⓨ 

⸨ ᯞ   ಇ 東北大、多ඖ研 㐢Ṕ電Ꮚ࣓ࢱ☢性㌿⛣を฼⏝した高性⬟☢Ẽ෭෾材料の㛤Ⓨ 

��
䥹
平
成
二
༑
二
年
䥺 

ዲ 田  ㄔ 東北大、ᕤ研 ༙ᑟయにおける電Ẽ的ࣆࢫンὀධ・ࣆࢫンไᚚに関する研究 

ᱜ ᗞ ⿱ ᘺ 東北大、金研 
を⏝いた☢Ẽ᢬ᢠ⣲Ꮚにおけࣝࢱフ࣓࣮ࣁ合金⣔࣮ࣛࢫ࢖࣍

るᕧ大☢Ẽ᢬ᢠຠ果のᐇ⌧ 

高 ᶫ ൤ ᏹ 東北大、ᕤ研 
のᵓ㐀不ᆒ୍性と⤖ᬗࢫࣛ࢞≀ほ による㓟໬ࢡ࣮ࣆンࢯ࣎

໬に関する研究 

௰ ஭ ṇ 昭 東北大、金研 ḟୡ௦生య◳⤌⧊௦᭰⏝ࢱࢳン⣔材料の研究㛤Ⓨ 

⚟ 本 ೔ ஂ ⛅田大、ᕤ学㈨※ 
⁐⼥ሷ電ᯒ法によるά性ඖ⣲をྵࡴ 1L ア࣑ࣝࢻ࢖ࢼのస〇と

その⪏ࣝࢡ࢖ࢧ㓟໬性 

��
䥹
平
成
二
༑
୕
年
䥺 

☾ 上 ៅ 二 ⚟ᓥᕤ業高ᑓ 
ᴟⷧࢺンࣝࢿ㞀ቨᒙ⏺㠃ᵓ㐀のᨵၿによるᙉ☢性ࢺンࣝࢿ᥋

合のప᢬ᢠ・高出ຊ໬ 

ᯇ 本 ὒ 明 東北大、金研 7L 合金材の᪂しい⤌⧊ไᚚࣉロࢫࢭに関する研究 

᳃ ᡞ ᫓ ᙪ 東北大、多ඖ研 
༢⤖ᬗを⏝いたᙉ☢性ᙧ≧記᠈合金の⤖ᬗ☢Ẽ␗᪉性に関す

る研究 

��
䥹
平
成
二
༑
ᅄ
年
䥺 

Ⳣ 原 ඞ 明 
東北大、原Ꮚ分Ꮚ材
料機 

高分ゎ⬟光電Ꮚ分光によるࣛࢢフࢺ࢖࢓およびࣛࢢフ࢙ン໬

合≀の研究 

関  ๛ ᩪ 東北大、金研 
高☢Ẽ␗᪉性材料を฼⏝したࣆࢫンࢫ࢖ࣂࢹの๰〇と☢໬ไ

ᚚᢏ術の㛤Ⓨ 

ோ 野 ❶ ᘯ ⛅田大、ᕤ学㈨※ :& ⣔㉸◳㉁ࢫࢡࢵ࣑ࣛࢭの⤌⧊と機Ე的性㉁に関する研究 

ᯇ ᑿ ඖ 彰 東北大、金研 㘒యỈ⣲໬≀における࢜࢖ンఏᑟ機⬟に関する研究 

ᰗ 田 ೺ அ 
東北大、ᮍ来科ᢏඹ
 ࢭ

 のᐇ⏝໬に関する研究ࢱ࣮ࣞࢳンࢩᬗ⤖ࢺ࢖ࣛ࢟ࣝࢥ

��
䥹
平
成
二
༑
஬
年
䥺 

ఀ 東  ⯟ 仙台高ᑓ ☢ሙㄏ㉳ኚែを฼⏝した 1L0Q ᇶ࣓ࢱ☢性ᙧ≧記᠈合金の㛤Ⓨ 

内 田 ೺ ୍ 東北大、金研 
ンὶを⏝いた⇕電ኚ᥮機ࣆࢫຠ果のⓎぢとࢡࢵ࣮࣋ࢮンࣆࢫ

⬟の๰〇 

大 ᳃ ಇ ὒ 東北大、ᕤ研 㕲合金のȘ㸭Ț࣐ࣝテンࢺ࢖ࢧኚែと㉸ᙎ性ຠ果の研究 

⸨ ஭ 啓 㐨 東北大、ᕤ研 
㉸㡢Ἴ᥋合における᥋合⏺㠃⌧象および࣑ࢡロ⤌⧊ᙧ成機ᵓ

のゎ明 

⣽ ㈅ ᣅ ஓ ᒾᡭ大、ᕤ ᭷機༙ᑟయの集合యᵓ㐀に㉳ᅉした光電Ꮚ≀性のゎ明 



回 
受 賞 者 

受 賞 対 象 業 ⦼ 
Ặ ྡ 所 属 

��
䥹
平
成
二
༑
භ
年
䥺 

ఀ ⸨ ᬡ ᙪ 東北大、金研 
高ᙉ度࣮࣮ࣞࢨ཯応ሙを฼⏝した≉␗なࣀࢼ」合ᵓ㐀を᭷す

るア࣑ࣝࢼ⣔⭷の໬学Ẽ┦ᯒ出 

ఀ 野 ᾈ ௓ 東北大、大学㝔⎔ ࢜࢖ࣂ分ᯒにྥけた᳨出⣲Ꮚ材料・ ᐃࢫࢩテ࣒の㛤Ⓨ 

ᑠ 原 Ⰻ 和 東北大、大学㝔ᕤ 
㠀⥺ᙧ㉸㡢Ἴᫎീ法による㛢ࡌたき⿣の高⢭度ィ に関する

研究 

㙊 田  ᆂ 
東北大、ᮍ来科ᢏඹ
 ࢭ

༢ࢱ࣮ࣞࢳンࢩࢺࢵࢿ࣮࢞⬟ไᚚによる高性ࣉࢵࣕࢠࢻンࣂ

⤖ᬗの㛤Ⓨとᨺᑕ⥺᳨出ჾ࡬の応⏝ 

బ ⸨ ᗤ 平 東北大、多ඖ研 高࢚࣮ࢠࣝࢿ分ゎ⬟ ((/6 による࣮ࣝࢣࢫࣀࢼ材料の≀性ゎ明 

��
䥹
平
成
二
༑
୐
年
䥺 

上 田 ᜤ ௓ 東北大、大学㝔ᕤ 
生య྾཰性㠀ᬗ㉁ࣜン㓟࣮࢝ࣝࢥ࣒࢘ࢩティンࢢによる金属

⣔࣐࢜࢖ࣂテࣜアࣝの㦵㐺合性ྥ上に関する研究 

助 永 ኊ 平 東北大、多ඖ研 
に関࣒ࢬࢽ࣓࢝⌧㓟ሷ⼥యの≀性್高⢭度 ᐃと≀性Ⓨ࢖ࢣ

する研究 

༡ 㒊 㞝 ு 東北大、金研 ✵㛫ḟඖの␗なる≀㉁を⏝いた㕲⣔㉸ఏᑟの研究 

長㇂ᕝ   ᓫ ⛅田大、大学㝔ᕤ㈨ 
ᙉ☢性�཯ᙉ☢性┦㌿⛣を♧す/��ᆺ )H3W5Kつ๎合金ⷧ⭷の合

成とḟୡ௦☢Ẽ記㘓፹య࡬の応⏝ 

῝ ぢ ಇ ㍜ 
東北大、ᅜ㝿集✚ 
࢚ࣞ研 

高性⬟ �➃Ꮚࣆࢫンࢺロࢫࢡࢽ⣲Ꮚの研究㛤Ⓨ 

��
䥹
平
成
二
༑
ඵ
年
䥺 

Ᏻ ⸨ 大 ㍜ 東北大、大学㝔ᕤ 
合金におけるᐊ ኚᙧ機ᵓのゎ明と᪂つ合金の࣒࢘ࢩࢿࢢ࣐

㛤Ⓨ 

金 ஭   㥴 東北大、通研 ᆶ┤ &R)H%�0J2 ☢Ẽࢺンࣝࢿ᥋合における電⏺ㄏ㉳☢໬཯㌿ 

㯮 ⃝ ಇ ௓ 
東北大、ᮍ来科ᢏ 
ඹࢭ 

࢜、ࢫ࣮࢙࢞ࣝࢩ 等の大῝度㈨※᥈ᰝのຠ⋡を㣕㌍的にྥࣝ࢖

上させる⏬期的なࢩンࢱ࣮ࣞࢳの光学ᇶ♏研究 

బ ⸨ ೺太郎 仙台高ᑓ 
の理ㄽ的研究による✚ᒙᵓ㐀ࣝࢺࢡ࣌ࢫフ࢙ンの࣐ࣛンࣛࢢ

ゎᯒ 

ᶫ 本 㢧୍郎 東北大、金研 
分Ꮚ性および㕲⣔ᙉ┦関電Ꮚ⣔≀㉁における≉␗なప ‽⢏

Ꮚ≧ែのᐇ㦂研究 

��
䥹
平
成
二
༑
஑
年
䥺 

㜿 㒊 ㈗ ⨾ ᒾᡭ大、理ᕤ学 =Q2 ༢⤖ᬗᇶᯈを⏝いた光ࢫ࢖ࣂࢹの研究 

ୟ ஭ ᏹ 和 東北大、金研 
໬学Ẽ┦ᯒ出によりഴᩳᵓ㐀を付与した㞴↝⤖性⢊యのᛴ㏿

高ᐦ度໬と◳㉁」合ࢫࢡࢵ࣑ࣛࢭの㛤Ⓨ 

ሷ ぢ 㞝 Ẏ 東北大、金研 
ࢺンࣆࢫに関ಀした࣮࣍ࣝຠ果のᇶ♏学理ᵓ⠏と࣮ࢪロ࣏ࢺ

ロࢫࢡࢽ応⏝ 

平 ᮌ ᓅ 人 東北大、ᕤ研 ≀㉁ᚠ⎔ᆺ㍍金属ࣜࣉࣝࢡ࢖ࢧロࢫࢭに関する研究 

ᯇ ᾆ ᫀ ᚿ 東北大、ᕤ研 
1G�)H�% ⣔☢▼におけるಖ☢ຊ࣓࣒࢝ࢬࢽのゎ明と᪂つ☢▼

材料㛤Ⓨ࡬のᣮᡓ 

��
䥹
平
成
୕
༑
年
䥺 

チ     ⓦ 東北大、ᕤ研 ෭༷ㄏ㉳ᙧ≧記᠈ຠ果を♧す᪂つ &R ᇶ࣮࣍ࣛࢫ࢖合金の㛤Ⓨ 

❑ 田 ᓫ ⚽ 東北大、金研 つ๎合金✚ᒙ⭷を⏝いたࣆࢫンࢺロࢫࢡࢽ⣲Ꮚの高出ຊ໬ 

ᑠ 田 ὒ 平 ⚟ᓥ高ᑓ 第୍原理ィ⟬による㑄⛣金属合金・㓟໬≀の☢Ẽ≉性の理ㄽ的

研究 

清 Ỉ ᝆ ᬕ 東北大、金研㝃属㔞
Ꮚ࢚ࢿ材科ᅜࢭ 

࢘ࣛン⣔重い電Ꮚ⣔໬合≀の㠀ᚑ来ᆺ㉸ఏᑟの対⛠性と☢Ẽ

応⟅に関する研究 

Ⳣ 原   ඃ 東北大、ᕤ研 電Ẽ໬学的原理にᇶ࡙く金属材料の⭉㣗機ᵓのゎ明と高⪏㣗໬ 



回 
受 賞 者 

受 賞 対 象 業 ⦼ 
Ặ ྡ 所 属 

��
䥹
令
和
ඖ
年
䥺 

ᕝ す ဏ Ꮚ 東北大、多ඖ研 
に関するࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲᑟయ⤖ᬗの⁐ᾮ成長༙ࣉࢵࣕࢠࢻ࢖࣡

研究 

ᑠ ᔱ 㝯 幸 
東北大、学㝿科学フ
ロンティア研 

 合金等の機⬟性材料の応⏝による᪂つゐ፹㛤Ⓨ࣮ࣛࢫ࢖࣍

ሷ ㈅ ⣧ ୍ 東北大、金研 
電Ẽ໬学࢚ࢳࢵンࢢ法の㛤Ⓨとࣞࢭン໬㕲ⷧ⭷࡬の㐺⏝によ

るᴟⷧ⭷高 ㉸ఏᑟの㉳※ゎ明 

㎘   ┤ 人 東北大、⎔ቃ研 ⇞料電ụ⏝ゐ፹のపⓑ金໬をᐇ⌧する表㠃科学的材料タィ 

᳃   ┿ዉ⨾ 仙台高ᑓ 
᱁ᏊḞ㝗ไᚚにᇶ࡙く生య⏝ &R�&U�0R 合金の高ᙉ度໬とረ性

ኚᙧᣲືに関する研究 

��
䥹
令
和
二
年
䥺 

金   ┦ ౥ 東北大、金研 Ỉ⣲໬≀㉸࢜࢖ンఏᑟ材料の㛤Ⓨとḟୡ௦⵳電ụ࡬の応⏝ 

ᚋ ⸨ 育 ኊ ⛅田大、理ᕤ学研 ⣧金属㗪≀の高機⬟໬のたࡵの㗪㐀ࣉロࢫࢭに関する研究㛤Ⓨ 

ᓟ 田 ᡯ ᐶ ᘯ๓大、理ᕤ学研 
多ᵝな࣐࣒࢘ࢩࢿࢢ合金における⤌⧊ไᚚと高性⬟໬に関す

る研究 

ᒣ ୰ ㅬ 太 東北大、金研 金属✚ᒙ㐀ᙧにおける⤌⧊ᙧ成と≉性ไᚚ࡬の応⏝ 

ྜྷ ᯇ 公 平 東北大、多ඖ研 ప㓟໬ᩘをᣢつ㓟໬ࢱࢳンⷧ⭷の電Ꮚ≀性㛤ᣅ 

��
䥹
令
和
୕
年
䥺 

ఀ ⸨ 啓 太 東北大、金研 
応⏝にྥけたᙉ☢性❅໬≀ⷧ⭷の๰〇と☢Ẽࢫ࢖ࣂࢹンࣆࢫ

≀性の研究 

Ụ 目 ᏹ ᶞ ᒣᙧ大、理ᕤ学研 金属ࣀࢼ⢏Ꮚᩓ஘性፹యによるࡩくᑕఏ⇕ไᚚに関する研究 

ᚿ ㈡ 敬 ḟ 東北大、金研 ༙ᑟయ・㓟໬≀材料のᅛᾮ⏺㠃ࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲのゎ明 

㇂ ཱྀ ᬕ 㤶 ᒾᡭ大、理ᕤ学㒊 
電Ⲵᩚิ࣐ン࢞ン㓟໬≀における࣏࣮ࣛロン⛛ᗎと㈇の☢Ẽ

ㄏ電ຠ果 

ᒣ 本 ༟ ஓ 東北大、ᕤ学研 
ィ⟬機ࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩンにᇶ࡙く⁐⼥金属ࣉロࢫࢭタィᣦ㔪

のᵓ⠏ 

��
䥹
令
和
ᅄ
年
䥺 

Ἑ ཱྀ ᬛ ஓ 東北大、金研 ᨺᑕ光 ;⥺を⏝いた⵳電ụ・合金ゐ፹材料のゎᯒと材料๰成 

ᗉ ྖ ⾨ 太 東北大、ᕤ学研 
&X ᇶ合金の⼥య内対ὶホ౯および⇕≀性 ᐃにᇶ࡙く┦分㞳

ᵓ㐀ไᚚに関する研究 

༓ 葉 ㈗ ⿱ ⚟ᓥ高ᑓ ☢性⤯⦕య㸭㠀☢性య」合⭷における㏆᥋☢Ẽ᢬ᢠຠ果の㛤ᣅ 

ᒣ 本   Ꮧ 東北大、多ඖ研 
㔞Ꮚ࣒࣮ࣅᐇ㦂と㉸高ᅽ合成法を㥑౑した㑄⛣金属໬合≀の

᪂ወ≀性㛤ᣅ 

├     㛇 東北大、ᕤ学研 高 ≀理໬学にᇶ࡙いた金属ࣜࢫࢩࣝࢡ࢖ࢧテ࣒のᵓ⠏ 

��
䥹
令
和
஬
年
䥺 

㣤 ὾ ㈼ ᚿ 
東北大、学㝿科学フ
ロンティア研 

金属☢性࡬テロᵓ㐀における光ㄏ㉳ࣆࢫンࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲに関

する研究 

㍝ 㒊 ಟ太郎 
東北大、ᕤ学研 
（⌧㸸ி㒔大学໬学
研究所） 

㠀┦対ㄽຠ果にᇶ࡙く᪂ወࣆࢫンὶ生成原理の☜❧ 

ᮌ 㡲 ୍ 彰 東北大、金研 
配位⎔ቃไᚚによる㘒యỈ⣲໬≀⩌の㛤ᣅと多౯࢜࢖ン電ụ

 ⏝の応࡬

ᑠ ᯘ ᘯ 明 
東北大、多ඖ研 
（⌧㸸北ᾏ㐨大学理
学研究㝔） 

࣒࢘ࢩࢿࢢ和と࣐⦅ࡳ໬によるṍࣀࢼの‽Ᏻᐃᴟᑠࣝࢿࣆࢫ

金属電ụ࡬の応⏝ 

⸈ 下 ⍞ ᕹ 東北大、ᕤ学研 
㠀ᬗ㉁」合㓟໬≀を㥑౑した金属㦵᱁⨨᥮ࢺ࢖ࣛ࢜ࢮの⢭ᐦ

合成とゐ፹応⏝に関する研究 



回 
受 賞 者 

受 賞 対 象 業 ⦼ 
Ặ ྡ 所 属 

��
䥹
令
和
භ
年
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大 ᰗ Ὧ ୍ ᒾ大、理ᕤ学㒊 
ᖖ☢性⤯⦕య�金属᥋合⣔におけるࣆࢫンࢺロࢫࢡࢽ機⬟の㛤

ᣅと原理ゎ明 

ᒸ ㇂ Ὀ భ 東北大、ᕤ学研 
金属ᚤ⣽光ඹ振ჾをໟྵした࣓࣐ࢱテࣜアࣝのᙧ成と᪂つテ

 ⏝の応࡬材料ࢶࣝ࣊ࣛ

清 原   ៅ 東北大、金研 機Ე学⩦を⏝いた᱁ᏊḞ㝗ゎᯒ法の㛤Ⓨ 

཮     㐓 
東北大、材料科学高
等研 

ḟୡ௦高集✚・┬࢚࣮ࢠࣝࢿ┦ኚ໬࣓ࣔࣜにྥけた᪂ወ┦ኚ໬

材料の㛤ᣅ 

୰ 野 ㈗ ᩥ 東北大、ᕤ学研 
高ឤ度ᆺおよび࣡ࣞࢻ࢖ンࢪᆺࢺンࣝࢿ☢Ẽ᢬ᢠࢭンࢧの㛤

Ⓨ  




